
 1 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

日本将棋連盟                             2017.7 

No.269 

 

 

顧問 中田 章道 七段              発行責任者 山中 利夫 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

 

1 デンソーA（A級）及びデンソーB（C級）のアベック優勝 
第95回中部職域団体対抗将棋大会（主催 中日新聞社 日本将棋連盟東海普及連合会）

が6月4日(日)に名古屋港湾会館にて開催されました。 

前回と同じ20チームの参加で、A級6チーム、B級8チーム、C級6チームに分かれて熱戦が

展開されました。 

A級は愛知県庁を3－2で下したデンソーAが優勝を果たしました。B級は地力のある岐阜

県庁が3－2で中日新聞社に勝って優勝、C級は初参加のイビデンに圧勝したデンソーBが、

デンソーAとともにアベック優勝の栄誉を獲得しました。 

デンソーは最近、日本将棋連盟支部が結成され、非常に活気に満ちていると伺っていま

す。幹事の皆さんの努力が実った結果になったようです。 

 優勝 準優勝 

A級 6チーム デンソーA (刈谷市) 愛知県庁 (名古屋市) 

B級 8チーム 岐阜県庁 (岐阜市) 中日新聞社 (名古屋市) 

C級 6チーム デンソーB (刈谷市) イビデン (大垣市) 
 

2 文部科学大臣杯愛知県大会に76チーム228名が参加 
第13回文部科学大臣杯小・中学校将棋団体

戦愛知県大会が、6月11日(日)名古屋港湾会館

にて開催されました。 

この大会は、毎回、愛知県、愛知県教育委

員会、名古屋市、名古屋市教育委員会、中日

新聞社の後援をいただいています。 

故米長邦雄会長時代に小・中学校への将棋

の普及拡大を目指して、同一小・中学校の3人

団体戦となりました。中学校は将棋部などが

あって割と参加チームが多いのですが、小学

校の場合はなかなか将棋をするこども同士の

情報共有が難しいようです。 

愛知県支部連合会も毎年小学生チームの参加を増やすために、各市の教育委員会への協

力要請などを重ねていますが一朝一夕には行きません。 

今年は中学校57チーム、小学校14チーム、小学校交流戦5チームの計76チームの参加で、

小学生の参加チーム拡大はまだまだです。 

さて、西日本大会の代表枠は、愛知県は小学校、中学校ともに2枠ですので、全体を2分

して予選リーグ、決勝トーナメント方式としました。 

小学校の部は、名古屋市立西味鋺小学校と名古屋市立田代小学校、中学校の部は、東海

中学A及び東海中学Bが代表の座を獲得しました。この4チームは7月25日(日)大阪で開催さ

れる西日本大会に愛知県代表として参加します。代表の皆さんの大いなる健闘を期待して

おります。 
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なお、当日は公益社団法人日本将棋連盟から安用寺孝功六段の派遣があり、予選敗退チ

ームの選手を中心に45名の参加者が指導対局を受けました。 

 優勝 準優勝 第三位 

中学校 

57チーム 

東海中A 

中川 悠理 

平田 圭祐 

渡邊 康正 

東海中C 

蓮田 幹太郎 

竹内 滉 

安藤 英貴 

南山中男子部 

海津 輝人 

加藤 颯真 

鬼頭 秀徳 

東海中B 

山田 佳明 

塚原 翼 

井口 雅輝 

名古屋市立神沢中 

濱田 達基 

宮田 倖綺 

三木 寿人 

豊橋市立豊城中 

加藤 優汰 

都築 零 

太田 祥亘 

小学校 

14チーム 

名古屋市立西味鋺小 

川口 翔大 

伊覇 和 

伊覇 逞 

稲沢市下津小 

政岡 雅 

政岡 優 

吉行 一馬 

名古屋市立城北小 

村井 楓 

大河内 陸史 

松井 洋斗 

名古屋市立田代小 

小島 勇弥 

宍戸 康聖 

小島 洸弥 

名古屋市立小幡小 

堀内 天翔 

大場 心響 

大津 煌明 

日進市南小 

柴田 恭佑 

土田 寛 

角井 新 

交流戦 

5チーム 

橋爪チーム 

橋爪 遼 

安本 興生 

小島 瑞葵 

八事富士見子ども将棋教室A 

林 大成 

本郷 幹治 

池谷 悠希 

蒲郡三谷児童館ふれあい将棋教室 

梅田 涼汰 

今泉 拓己 

白柳 祐一 

 

3 幼稚園の児童向け将棋指導 
あま市（名古屋市に隣接）の学校法人長沢

学園木田幼稚園（理事長 長澤弘宣）の「将

棋教育」を紹介します。 

将棋教育は平成24年度に始まり、前任者か

ら引き継ぎ、平成29年度から二組（5歳児、24

名／組）に年12回（30分／回・組）を担当し

ています。 

幼稚園では、生活体験と多様な遊びを通し

て総合的な幼児教育に取り組んでいます。茶

道・俳句、論語の音読・徳川美術館の見学な

ど伝統文化の習得、田植え・稲刈り・小動物

の飼育などの自然体験活動、絵画・木工など造形活動、歌唱・楽器といった音楽活動、体

育、合気道などの体育活動が行われています。その他、英語、将棋など豊富な専任講師と

ともに本物を見、本物に触れることで、子どもの自主・自発性を育て、創造性と豊かな情

緒育む「体験教育」の実践を幼稚園の先生と職員が心を合わせて取り組まれています。 

幼稚園の教育方針に日本の伝統文化将棋を対応させて年間指導計画を作成し、木製の盤

駒と大盤を使って、駒の出し方・並べ方・しまい方、礼儀作法（お願いします・負けまし

た・ありがとうございました等）を繰り返し体験しつつ、駒の動かし方、基本となる振り

飛車・居飛車、玉の囲い方、詰みを指導しています。夏休みには、子ども達が自ら両親や

祖父母と将棋に触れる機会をつくれるようにできればと考えております。 

担任の先生の協力は重要で、来年3月の卒園までに「子供たちが自分から将棋に働きか
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けることによって、そのものの性質を知ろうとする（自主性・自発性）」ことと、「目に

見えないことを考える・感じる体験（対局・詰将棋等）」を、たくさん経験させたいと考

えております。 

将棋指導員 赤塚輝元 

 

4 第2回名城大学杯将棋大会に224名が参加 
一昨年の学生王座戦（7人団体）及び学生王

将戦（個人戦）の名城大学の同時制覇を記念

して、昨年11月に第1回名城大学杯将棋大会が

開催されました。第2回目以降は、会場も名城

大学ナゴヤドーム前キャンパスで6月に開催す

るということで予定していました。 

今回も愛知県、愛知県教育委員会、名古屋

市、名古屋市教育委員会、中日新聞社の後援

をいただきました。 

今年の参加者は、小学2年以下45名、小学3

～4年70名、小学5～6年41名、中学生35名、高

校生33名の計224名でした。この数は昨年比で90名減少していますが、愛知県藤井聡太四

段の活躍で新聞社、テレビ局の取材が9社あり予想外の大変な状況となりました。 

参加棋士は、木村一基九段（当時八段）、杉本昌隆七段、伊奈祐介六段、澤田真吾六段、

島本亮五段、村田顕弘五段、竹内貴浩四段、室田伊緒女流二段、中澤沙耶女流初段の10名

で、174名が指導対局を受けました。 

マスコミ取材は、数日後の6月21日に藤井四段と対局予定の澤田六段、藤井四段の師匠

の杉本七段に集中しました。取材の激しさは

大会運営に支障をきたすほどでした。 

昨年同様開会式は、選手用と保護者用に分

けて行い、主催者である名城大学の佐川雄二

副学長の歓迎の挨拶、棋士の紹介と挨拶、名

城大学の紹介、名城大学将棋部からの歓迎の

言葉、大会ルールの説明を順次行いました。

今年の大会は名城大学ナゴヤドーム前キャン

パス南館を会場として、非常にスムースに運

営が出来ましたことを名城大学関係者のみな

さん感謝しております。 

 優勝 準優勝 第三位 

小学2年以下 

45名 

神野 来樹 

(関市･南ヶ丘小2) 

大草 歩睦 

(名古屋市･自由ヶ丘小2) 

華房 慶大 

(名古屋市･名古屋小2) 

小学3･4年 

70名 

野村 櫂 

(名古屋市･森孝西小4) 

長澤 魁 

(瀬戸市･幡山西小4) 

山口 修生 

(岐阜市･島小4) 

小学5･6年 

41名 

三浦 光葵 

(小牧市･米野小6) 

神谷 拓摩 

(半田市･乙川東小6) 

住吉 治志 

(多治見市･脇之島小5) 

中学生 

35名 

小山 竜之介 

(豊橋市･東部中3) 

安藤 芳 

(川崎市･西中原中2) 

山口 仁子梨 

(岐阜市･島中3) 

高校生 

33名 

中嶋 郁 

(さくら国際高3) 

棚橋 直紀 

(旭丘高3) 

原田 知輝 

(愛知みずほ大学瑞穂高1) 
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5 西尾将棋大会 
日本将棋連盟西尾支部主催による将棋大会

が5月28日(日) 、西尾市鶴城ふれあいセンタ

ーで行われました（後援 中日新聞社、美容室

グラシアス）。参加者数は前回より12名増え

て43名でした。前回の参加者が少なかったの

で対策を立てて実行したのが良かったかもし

れません。 

A級は5連勝が2名でましたが、点数の差で青

山浩さんが優勝しました！B級は5戦全勝で犬

飼幸春さんが、C級も5戦全勝が2名でましたが、決定戦を制した金子孝則さんが優勝を決

めました。小学生の部では、川嶋脩真くんが全勝同士の対決（共に小2）を制して初優勝

となりました。今回も負けて泣く子供がいましたが､暖かく見守っていきたいと思います。 

入賞者は以下の通りです。 

日本将棋連盟西尾支部 大阪徹二 

 優勝 準優勝 第三位 

A級 

10名 

青山 浩 

(豊田市) 

京 文雄 

(岡崎市) 

堀井 義高 

(岡崎市) 

B級 

8名 

犬飼 幸春 

(西尾市) 

安藤 勇夫 

(碧南市) 

田中 直樹 

(豊田市) 

C級 

10名 

金子 孝則 

(西尾市) 

本村 光男 

(半田市) 

河合 孝一 

(豊橋市) 

小学生 

15名 

川嶋 脩真 

(西尾市) 

岡田 桜大 

(西尾市) 

杉浦 朋樹 

(西尾市) 

 

6 岡崎円頓寺子供将棋教室、新規会員募集！ 
正保2年（西暦1645年）建立の歴史あるお寺で将棋教室が開講されることになりました。 

円頓寺＝えんどんじ、と読みます。場所は岡崎市久右ヱ門町1丁目16です。 

（1）対象：将棋を全く知らない方から棋力5級ぐらいまでの小･中学生 

（2）年会費：4000円（4月～翌年3月）。 

   ＊ただし､平成29年度は8月開講（8/5～翌年3月）のため2500円。 

（3）日時：毎月第1･3土曜日 午後3時～午後4時半。 

   ＊ただし､ふりかえの事もあります（年24回､平成29年度は16回）。 

（4）問合せ：将棋指導員 宮崎 和弘（みやざき かずひろ）0564-54-9250 

 

7 第30回全国高等学校将棋竜王戦愛知県大会 
（1）と  き  平成29年7月23日(日) AM9:00～受付 AM9:30対局開始 

（2）と こ ろ  名古屋産業大学1号館学生食堂 尾張旭市新居町3255-5 

（3）資  格  平成29年度に愛知県下の高校、高専（3年生以下）に在学中の生徒 

        但し平成11年4月2日以降に生まれた生徒 

（4）参 加 費  500円 

（5）表  彰  第三位までに賞状・盾 

        優勝者は8月16日、17日に福岡市で開催する全国大会へ招待 

（6）申込方法  はがきに学校名、学年、氏名、住所、電話番号を明記し、〒460-0008名

古屋市中区栄四丁目12-21第2栄スカイタウン4A 日本将棋連盟東海普及
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連合会「高校竜王戦」係へ。7月18日(火)必着 

（7）主  催  読売新聞社 日本将棋連盟東海普及連合会・愛知県支部連合会 

（8）後  援  文部科学省 福岡県 全国高等学校文化連盟 ほか 

（9）問 合 せ  日本将棋連盟東海普及連合会・愛知県支部連合会 電話052-253-9441 

 

8 イオンモール天童杯争奪全国こども将棋王決定戦東海地区大会 
（1）と  き  平成29年7月30日(日) AM9:00～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  愛旅連ビル3階会議室栄将棋教室向側） 

（3）資  格  東海三県（愛知・岐阜・三重）在住の小学生以下 

（4）参 加 費  1,000円 

（5）表  彰  第三位までに賞状・賞品 

        優勝者は10月7日、8日に開催するイオンモール天童杯争奪全国こども将

棋王決定戦に参加 

（6）主  催  日本将棋連盟東海普及連合会 

（7）協  力  日本将棋連盟愛知県支部連合会・岐阜県支部連合会・三重県支部連合会 

（8）問 合 せ  日本将棋連盟東海普及連合会 電話052-253-9441 

 

9 夏休み小学生将棋講座 
（1）と  き  平成29年8月1日(火)～8月4日(金) AM10:00～PM4:00 

（2）と こ ろ  とだがわこどもランド 名古屋市港区春田野一丁目3616 

（3）資  格  将棋の指し方がわかり4日間参加できる小学生 

（4）定  員  70名（児童館推薦20名、一般公募50名、申込多数の場合は抽選） 

（5）参 加 費  4,000円（教材費等を含む） 

（6）申込方法  往復はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、学校名、学年、保護

者氏名、電話番号を明記し、〒460-0008名古屋市中区栄四丁目12-21第2

栄スカイタウン4A 日本将棋連盟東海普及連合会「夏休み小学生将棋講

座」係へ。7月18日(火)消印有効 

（7）主  催  日本将棋連盟東海普及連合会 

（8）共  催  とだがわこどもランド  

（9）後  援  中日新聞社 

（10）協  力 日本将棋連盟愛知県支部連合会 

（11）問 合 せ 日本将棋連盟東海普及連合会 電話052-253-9441 

 

10 第5回安城七夕ふれあい将棋大会 
（1）と  き  平成29年8月5日(土) AM9:00～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  安城市桜井福祉センター 安城市桜井町新田20 

（3）定  員  A（有段者）、B（初段程度）、C（1～5級程度）、小学生（高学年、低

学年） 各クラス24名 

（4）参 加 費  男性2,000円（支部会員1,500円） 

学生及び女性1,000円（支部会員500円） 

（5）参加棋士  藤原直哉七段 山本真也六段 中澤沙耶女流初段 

（6）申込方法  往復はがき又はFAXに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、希望ク

ラスを明記し、〒444-1154安城市桜井町新田20番地 桜井福祉センター

へ。7月29日(土)当日消印有効 

（7）主  催  日本将棋連盟安城支部 
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（8）共  催  安城市桜井福祉センター 

（9）後  援  安城市教育委員会 

（10）問 合 せ 桜井福祉センター 電話0566-99-7365 

 

11 第17回よいこチビッコ蒲郡将棋名人戦 
（1）と  き  平成29年8月6日(日)  AM9:00～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  蒲郡市民会館 蒲郡市栄町3-30 電話0533-67-5151 蒲郡駅から徒歩5分 

蒲郡駅から徒歩5分 

（3）資  格  小中学生（保育園、幼稚園児も参加できます） 

（4）定  員  中学生名人戦 

小学生名人戦 Aクラス（4～6年生）、Bクラス（3年生以下） 

        はさみ将棋名人戦（3年生以下） 

        各クラス30名、合計120名（先着順） 

（5）参 加 費  無料  

（6）表  彰  日本将棋連盟会長賞・蒲郡市教育委員会賞 

中日新聞社賞・日本将棋連盟蒲郡支部長賞 

各クラス優勝、準優勝、第三位（賞状・盾・副賞）、敢闘賞、参加賞 

（7）主  催  日本将棋連盟蒲郡支部 

（8）後  援  中日新聞社・蒲郡市教育委員会 

（9）問 合 せ  日本将棋連盟蒲郡支部 小田賢一 

電話090-6574-6052 

 

12 第12回東山植物園小・中学生将棋大会 
（1）と  き  平成29年8月13日(日) AM9:30～受付 AM10:00対局開始 

（2）と こ ろ  東山植物園植物会館 

（3）ク ラ ス  中学生、小学生高学年、小学生低学年 

（4）定  員  100名（先着順） 

（5）参 加 費  500円 

（6）表  彰  各クラス3勝1敗までに賞品 

（7）主  催  日本将棋連盟愛知尾張一宮支部 

（8）共  催  名古屋市東山公園動植物園 日本将棋連盟東海普及連合会 

（9）問 合 せ  日本将棋連盟愛知尾張一宮支部長 神田和徳 電話090-3968-0482 

 

13 栄将棋教室夏休み将棋講座〈Sクラス〉 
（1）と  き  平成29年8月21日(月)～23日(水) AM10:00～PM3:00 

（2）と こ ろ  栄将棋教室 

（3）定  員  30名（先着順） 奨励会、研修会等を目標とする小・中・高校生 

（4）参 加 費  10,000円（弁当付、棋書を含む） 

（5）講  師  竹内貴浩四段 

ゲスト 都成竜馬四段 中澤沙耶女流初段 鈴木肇元奨励会三段 

（6）申込方法  氏名、ふりがな、学校、学年、住所、電話番号をメール

（kartracer@pdx.ne.jp）又はFAX（052-264-0655）で 

（7）主  催  栄将棋教室 代表 中山則男六段 

（8）協  力  日本将棋連盟東海普及連合会・中部学生将棋連盟 

（9）問 合 せ  日本将棋連盟棋道師範 竹内努 電話070-5642-6943 
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14 善通寺夏休みこども将棋講座 
（1）と  き  平成29年8月24日(木)～26日(土) AM10:00～PM3:00 

（2）と こ ろ  善通寺 名古屋市港区秋葉3-63 電話052-303-0331 

（3）資  格  小中学生 

（4）定  員  30名 

（5）参 加 費  3,000円 

（6）講  師  日本将棋連盟公認将棋指導員 

（7）申込方法  はがきに氏名、ふりがな、学校名、学年、住所、電話番号を明記し、〒

455-0857名古屋市港区秋葉3-63 善通寺「こども将棋講座」係へ。 

8月18日(金)必着。 

（8）主  催  真宗大谷派善通寺 住職 服部大 

（9）後  援  日本将棋連盟愛知県支部連合会 

 

15 善通寺杯将棋大会 
（1）と  き  平成29年8月27日(日) AM10:00～ 

（2）と こ ろ  善通寺 名古屋市港区秋葉3-63 電話052-303-0331 

（3）ク ラ ス  A級（上級位）、B級（初級位） 

（4）参 加 費  500円（中学生以下200円） 

（5）定  員  各クラス24名（先着順） 

 

16 今後の予定 
7月23日(日) 第30回全国高等学校将棋竜王戦愛知県大会 

7月30日(日) イオンモール天童杯争奪全国こども将棋王決定戦東海地区大会 

8月1日(火)～4日(金) 夏休み小学生将棋講座 

8月5日(土) 菊華高校中学生将棋大会 

8月5日(土) 第5回安城七夕ふれあい将棋大会 

8月6日(日) 第17回よいこチビッコ蒲郡将棋名人戦 

8月8日(火)～20日(日) 東山植物園夏休み将棋講座 

8月13日(日) 第12回東山植物園小・中学生将棋大会 

8月21日(月)～23日(水) 栄将棋教室夏休み将棋講座〈Sクラス〉 

8月24日(木)～26日(土) 善通寺夏休みこども将棋講座 

8月27日(日) 善通寺杯将棋大会 

 

会報の配信をご希望の方は東海普及連合会事務所までご連絡ください。 

東海普及連合会ホームページ（http://www.geocities.jp/shogi_tokai/index.html）から

ダウンロードしていただくこともできます。 

東海普及連合会、愛知県支部連合会へのご意見がございましたら遠慮なくご連絡ください。 

東海普及連合会事務所 

〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目12番21号第2栄スカイタウン4A 

電話 052-253-9441 FAX 052-253-9442 E-mail shogi_tokai@ybb.ne.jp 


